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 第9章 台湾の公文書管理と政治─制度的先進性と現実│川島 真
あとがき
表1─本書の構成
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ない。くりかえしになるが、外交文書は必ず相
手国で開示される。現状でもしばしば起こって
いることだが、アメリカ公文書館で日本の歴
史研究資料を発掘し、それを持ち帰って研究
がおこなわれる。日本にも当然やりとりの記録
があるはずなのに開示されない。その理由は、
あまりにずさんな文書管理の結果なのか、そ
れとも憲法で保障された国民の知る権利を
無視した法治国家とは思えぬ横暴からなの
か、どちらかしかありえない。これでは、国内的
にも国外的にも信用を落とすだけである。
　国民だけでなく必要とした人の手に国家の
業績が渡ることが、国としての存在感を示すこ
とにもなるだろう。
　いま必要とされているのは、情報の秘匿で
はなく情報の開示である。それを痛切に訴え
ているのが本書の眼目である。
6─特定秘密保護法下で
アーキビストに求められていること
両書で指摘されているのが、特定秘密保護
法の問題点として、秘密を漏えいした違反者
への罰則規定を定めたこと、秘密の特定が
恣意的に行われることがあげられる。
　歴史学もアーカイブズ学も過去を見るだけ
では研究を進めることができないと『歴史学
が問う公文書の管理と情報公開』は訴えてい
るように感じる。社会との接点としての法解釈、
他分野との連携といった基盤を確立し、過去
と未来を見る時間を超越した軸を持つことを、
研究者に訴えかけている。
　本書では、近代内閣制黎明期における事
例から第二次世界大戦下まで、国家が情報
を秘匿した例がくり返し出てくる。しかし、情報
を隠すことでよい結果が生まれることはありえ
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